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研究成果の概要（和文）：本研究では、住民・行政・事業者・専門家等が協働する「コミュニテ
ィ・ガバナンス」(住民を含む関係主体による対話型のまちづくり)に焦点を結び、現代都市の
文脈において魅力的な「街並み景観」をデザインする方法論を構築した。具体的には、京都市
修徳学区等のフィールドで街並みの景観形成を実践するアクション・リサーチを展開し、景観
づくりを通してコミュニティのエンパワメントを図る「景観まちづくりの方法論」の有効性を
示した。 
 
研究成果の概要（英文）：We are now focusing our interests on the concept of “community 
governance”, which means the collaborative town-making activity through the appropriate 
combination of public sector, private sector, and community sector. We have developed 
action researches to design “townscapes” in the fields such as SHUTOKU district of Kyoto 
City, and constructed the design methodology of fascinating townscapes based on the 
community governance in the context of contemporary cities. Moreover we have clarified 
the effectiveness of “townscape design methodology” for the empowerment of communities. 
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１．研究開始当初の背景 

大量生産・大量消費を基調とした20世紀の
工業社会を主導してきたデザインは、かけが
えのない環境や美しい景観の破壊を引き起こ
してきた。伝統社会では、人工物は長い時間
をかけて多くの人々に使用され、環境に適応
するように少しずつ進化してきたのに対して、
工業社会では短時間に多くの人工物が生産さ
れ、意図していなかった影響が至るところに

現れているからである。それゆえ、人工物相
互の関係や人工物と人間・環境との関係をデ
ザインすることにより、質の高い環境・景観
を創造することが求められている。 

本研究が主題とする都市景観（街並み景
観）については、2005 年に「景観法」が成
立し、2007 年に京都市では「新景観条例」
が制定され、美しい景観を形成する気運が
高まっていたが、魅力的な景観とは何か、
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景観をどう評価するか、建築と都市との関
係に配慮したデザインは可能か、実効性を
いかに担保するか、といった本質的な課題
に関する研究が大きく立ち後れており、魅
力的な街並み景観を形成する方法論を構築
することが喫緊と課題となっていた。 
 
２．研究の目的 

伝統的な街並みには、有限の要素の組み合
わせから無限の景観のバリエーションを生成
する仕組みが組み込まれている。そこでは、
類似と差異のネットワークが縦横に張り巡ら
され、多様でありながら統一性のある街並み
景観が実現されている。それに対して、現代
都市の街並みでは、多種多様な要素（建物、
サッシュ、屋根材、空調室外機など；スケー
ル・色彩・素材など）があまり関連づけられ
ることなく並置され、混乱した景観が蔓延し
ているが、その根底にはコミュニティの崩壊
という社会システムの変容が潜んでいる。 

そこで本研究では、コミュニティ・公共・
民間という異なるセクターに属する多様な 
主体が協働する「コミュニティ・ガバナンス」
（community governance）（住民を含む関係
主体による対話型のまちづくり）に焦点を結
び、コミュニティが脆弱化した現代都市の文
脈において魅力的な街並みの景観を形成す
る方法論を記号論（semiotics）の視点から
探求する。個々の建物は私有財であっても、
景観は公共財であるがゆえに、本研究を通し
て、互いに他を生かすことによって自らの個
性を発揮する機会を得るような街並みの景
観形成の可能性を拓くことは、社会的・文化
的にも枢要な課題といえる。 
 
３．研究の方法 
研究代表者は、これまでに記号論的視点か

ら類似と差異のネットワークからなる伝統
的な街並み景観の仕組みを解明してきたが、
同時にそれを現代社会において実現するデ
ザイン方法論についても研究を進めてきた。
本研究では、特に記号論的学習理論、具体的
には Y.エンゲストローム（Engeström, Y.）
の「活動理論」（activity theory）に注目
し、景観を育てていく設計論としての「コミ
ュニティ・ガバナンスに基づく街並みの景観
形成の方法論」を探求する。 

活動理論は、活動に「分業・協業」という
新たな要素を関係づけ、「対象（目的・動機）」
に動機づけられた活動が個人次元ではなく
集合的な次元において成立するところに焦
点を結び、個々の「主体」の行為が「道具」
「ルール」「コミュニティ」「分業」に媒介
され、「対象」に向かっていく「活動システ
ム」をモデル化した理論であり、図１によう
に図式化されている（エンゲストローム，Y.：
拡張による学習－活動理論からのアプロー

チ，新曜社，1999 年、Engeström, Y.: From 
Teams to Knots – Activity-Theoretical 
Studies of Collaboration and Leaning at 
Work, Cambridge Univ. Press, 2008）。 

敷地主義に根ざした孤立した建築行為の
集積からもたらされる景観破壊が進行して
いる現代都市において、互いに他を活かし合
う魅力的な街並み景観を形成するためには、
多主体が集合的活動を展開することが不可
欠であることから、本研究では、個々の建築
行為を関連づけ、街並み景観のデザイン方法
論を構築するために、研究方法として活動理
論のモデルを導入する。 
具体的には、景観まちづくりという「活動」

を展開するためには、「対象」をよく理解し、
街並みをデザインする「道具」を開発し、街
並みの「ルール」を作成し、関係する「主体」
が協働する「コミュニティ」を組織し、「分
業・協業（コラボレーション）」によるコミ
ュニティ・ガバナンスを実践する必要がある
と考える。このようにモデル化することによ
って、個人的な行為は、社会的・歴史的な活
動へと拡張される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このモデルにしたがって、次の項目につい
て研究を進めた（番号は図 1に対応）。 
① 現地調査に基づく景観問題の抽出、景観特

性の把握、及び景観資源の発見・創造 
② 街並みのルールの構築とまちづくり憲章の

策定 
③ 景観のシミュレーション・評価手法の開発

とデータベースの構築 
④ コミュニティの構成員と組織の把握 
⑤ コミュニティ・ガバナンスに基づく街並み

の景観形成の仕組みの構築 
⑥ 街並みの景観形成の実践とコミュニティの

エンパワメント 
⑦ 現代都市における街並みの景観形成の方法

論の提案 

図 1 活動理論による集合的活動システムのモデル化
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以上の研究方法で研究を進める上で、まち
づくりの主体を構成する政府（公共）、市場
（民間）、市民社会（コミュニティ）の 3 つ
のセクターとその組合せからなるコミュニ
ティ・ガバナンスの仕組みを理解しておくこ
とは極めて重要である（図 2）。今日注目され
ている PPP（Public-Private Partnership）
も、この仕組みを踏まえた手法である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 本研究では、コミュニティ・ガバナンスに
焦点を結び、現代都市の文脈で魅力的な街並
みの景観を形成するために、活動理論に基づ
いて集合的活動としての景観まちづくりを
実践するアクション・リサーチを展開してき
たが、得られた研究成果は次の通りである。 
(1) 街並みの現地調査と街並みの景観特性の

把握：デジカメや全方位カメラを用いて
現地調査を実施し、連続立面写真、全方
位動画像等を作成するとともに、街並み
の景観特性の解読を行った（図 3）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 景観まちづくりの問題の抽出と景観資源
の発見・創造：景観問題を抽出すると同
時に、それを解決するにコミュニティ資
源としての景観資源を発見し、蓄積する
ワークショップを開催した。 
まちづくりの問題としては、①繊維産業
の衰退とマンション建設と街並みの乱れ、
②マンション住民と地域コミュニティの
関係、③商店街の賑わいの喪失、④歴史
的資源に相応しい街並みの減少、⑤コミ
ュ二ティ資源の保存・再生・創造の基準
の 
その結果、修徳学区の景観資源としては、
①（地域の歴史を伝える）歴史的資源、
②建物資源、③（自然との触れ合いを可
能とする）環境資源、④（人と人のつな
がりとしての）人的・社会的資源が抽出
された（図 4）。これらの景観資源につい
ては、まちづくりの現場で活用できるよ
うに、地理情報システム等を用いてデー
タベースに蓄積している（図 5）。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
(3) 景観デザイン・シミュレーション・景観

評価のための道具の開発、地理情報シス
テム知識工学を用いたデータベースの構
築：建物相互の関係や建物と人間・環境
との関係などを確認しながら、街並みの
景観形成を進めていくことを可能にする
道具として、①連続立面写真、②360°VR、
③修徳街並み 3D を作成した。 

図 2 コミュニティ・ガバナンスの仕組み 

図にプロットした組織は、京都市修徳学区における

まちづくりにおける公共・民間・コミュニティセク

ターとボランティア組織である。 
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図 3 全方位カメラによる街並み景観の記録 

対象地区内の街並みの動画像を 3 年間にわたって撮影。

景観の経年変化を分析することができる。 

図 5 地理情報システムを用いた景観資源の記録 

図は 2009 年に実施された京町家第Ⅲ期調査の結果。修

徳学区には 241 軒の町家が残っている。 

図 4 景観資源としての修徳街並み文化財 

左：旅館十四春、右：テクトスタジオ。町家に限らず、

現代建築も含めて、住民が文化財と見なす建物資源を

「修徳街並み文化財」として抽出した。 



 

 

具体的には、SketchUp、CityEngine、
Photoshop などを用いた 3次元 CG モデル
の開発、地理情報システムや知識工学を
用いたデータベースの作成、及び景観評
価システムの構築を進めた。これらの設
計活動を媒介する道具は、個々の建物の
設計図書だけではなく、街並みの景観形
成を検討することを目的としており、ワ
ークショップを通してまちづくり活動を
拡張的学習のサイクルへと移行させる上
で重要な役割を果たす（図 6）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) ワークショップによる街並みルールの探

求：建物相互の関係、構成要素間の関係、
建物と都市・自然との関係など、多岐に
わたる関係をデザインするために、3次元
CG を活用した街並みワークショップを開
催し、通りや町の個性に対応した街並み
ルールのあり方を探求した。現実のプロ
ジェクトについて、コミュニティ・ガバ
ナンス基づくワークショップを行い、街
並みルールを探求した（図 7、図 8）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5) コミュニティづくりの推進：景観まちづ

くりには、コミュニティづくりが欠かせ
ない。修徳自治連合会を対象として、コ
ミュニティを構成する個々の住民とコミ
ュニティ組織のネットワークの数理的分
析を行い、地域社会に内在するソーシャ
ル・キャピタルのとしての社会ネットワ
ークの実態を把握した（図 9）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 3 次元 CG を用いた景観シミュレーション 

敷地に設計案を配置した景観シミュレーションを通

して、街並みに相応しい建築デザインを探求する。

敷地 

代替案の作成と検討 

敷地周辺を含む 

街並みの3次元CG

図 7 街並み景観デザインワークショップ 

図 8 景観まちづくりの仕組み 

図 9 自治連合会における社会ネットワーク 

人と組織の関係を表す二部グラフ。これをもとに

様々な社会ネットワーク分析を行った。 

地域内で建築活動がある
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(6) 「地域景観づくり協議会」の設立：京都
市市街地景観条例に基づく組織「修徳景
観づくり協議会」の設置を支援し、平成
24 年 6 月 1日に京都市から第 1号の認定
を受けた。これに伴い、地区内で建築行
為を行う建築主は、行政上の手続きに先
立ち、協議会の意見を聞くことが義務づ
けられ、景観まちづくりは新たな段階を
迎えることになった。 

本研究では、以上の研究成果を踏まえて、
敷地主義に基づく個々人の孤立した建築行
為を超えて、コミュニティ・ガバナンスに基
づく集合的活動を通して、街並み景観の美的
秩序を再生し、新たな美的秩序を生成すると
ともに、コミュニティのエンパワメントを図
る方法論を提示している（表 1）。 
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した建築行為の集積。

美的秩序の喪失。 

21世紀

社会の

街並み 

「活動／動機」型

活動システム（建

築行為をより広い

文脈で捉える。） 

集合的次元の活動

システム 

創発的な地域の活動

（総合的なエリアマネ

ジメント）を通して、

魅力的な景観の美的秩

序を生成するととも

に、そのことを通して、

コミュニティエンパワ

メントを図る。 
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